
万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
 
上

-
そ
の
始
ま
り
と

問
題
点
1

岡

田

喜
 
久
 
男

一

 
今
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
は
幸
い
に
も
、
≒
万
葉
集
』
の
故
郷
、
飛
鳥
．
奈

良
を
二
度
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
春
は
武
原
弘
教
授
の
「
日
本
文
学
実
習
」

履
修
の
三
十
題
名
の
短
期
大
学
部
一
年
の
学
生
と
、
秋
は
森
田
兼
吉
教
授
の
同

じ
く
「
日
本
文
学
実
習
」
の
授
業
で
、
七
十
名
の
文
学
部
三
年
生
と
の
実
地
踏

査
で
あ
ワ
た
。
飛
鳥
で
は
全
く
乗
り
物
を
使
わ
ず
、
高
松
塚
古
墳
か
ら
文
武
天

皇
陵
・
橘
寺
・
石
舞
台
古
墳
・
蘇
我
馬
子
の
家
敷
跡
か
と
近
頃
話
題
の
発
掘
現

場
を
見
学
し
、
異
国
的
な
風
貌
の
飛
鳥
大
仏
の
安
置
さ
れ
る
飛
鳥
寺
へ
、
甘
橿

丘
か
ら
大
和
三
山
や
和
田
池
を
眺
望
し
、
雷
丘
の
横
を
通
っ
て
剣
の
池
、
橿
原

神
宮
に
至
る
道
程
は
、
ま
さ
し
く
古
代
飛
鳥
を
歩
い
た
、
と
実
感
す
ち
も
の
で

あ
っ
た
。
と
く
に
、
小
高
い
甘
橿
丘
か
ら
見
渡
す
光
景
は
、
 
「
古
事
記
』
に
倭

 
 
く
に
し
の
び

建
命
の
思
国
歌
と
し
て
伝
え
る
、

 
 
大
和
は
．
国
の
ま
ほ
ろ
ば
 
た
た
な
つ
く
 
青
垣

 
 
 
こ
も

 
 
山
籠
れ
る
 
大
和
し
う
る
は
し

ゃ
、
 
『
万
葉
集
』
巻
山
に
野
明
天
皇
の
歌
と
あ
る
、
、

 
 
 
 
 
 
 
む
ら
や
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め

 
ω
大
和
に
は
 
群
山
あ
れ
ど
 
と
り
ょ
う
ふ
 
天
の
香
具
山
 
登
り
立
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ぶ
り
 
 
 
 
 
う
な
は
ら
 
 
か
ま
め

 
 
 
国
見
を
す
れ
ば
 
国
原
は
 
煙
立
ち
立
つ
 
海
原
は
 
鴎
立
ち
立
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ
し
ま

 
 
 
う
ま
し
国
そ
 
蜻
蛉
島
 
大
和
の
国
億

を
す
ぐ
に
思
い
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ゆ
古
代
史
、
古
代
文
学
の
故
郷
を
自

分
の
目
で
見
、
足
で
歩
く
喜
び
は
、
学
生
も
教
師
も
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
と

私
に
は
今
迄
に
な
い
、
何
か
愛
し
い
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
そ
れ
は
一
重

に
飛
鳥
の
空
間
・
土
地
に
対
す
る
思
い
入
れ
で
あ
っ
た
。
就
申
、
た
か
だ
か

五
・
六
時
間
で
歩
け
る
円
周
の
申
に
、
神
武
天
皇
の
橿
原
宮
・
推
古
天
皇
の
豊

浦
宮
・
小
墾
田
宮
・
大
化
の
改
新
の
舞
台
と
な
っ
た
皇
極
天
皇
の
板
蓋
宮
・
天

武
天
皇
の
明
日
浄
露
原
宮
・
草
壁
皇
子
の
島
宮
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
み
た
か
ら

て
確
認
す
る
時
に
、
天
皇
・
皇
子
女
・
貴
族
・
百
僚
は
勿
論
、
庶
民
即
ち
百
姓

が
家
々
を
連
ね
て
生
活
し
た
空
間
と
し
て
は
切
な
い
程
に
狭
い
飛
鳥
に
感
慨
を

深
く
し
た
の
で
あ
る
。

 
よ
く
、
柿
本
人
麻
呂
の

 
 
ひ
む
か
し
 
 
か
ぎ
ろ
ひ
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
・
か
た
ぶ

 
㈲
 
東
の
野
に
炎
の
立
つ
見
え
て
か
へ
り
見
す
れ
ば
月
傾
き
ぬ

に
つ
い
て
、
歌
か
ら
想
像
す
る
野
（
安
騎
野
1
1
奈
良
県
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
の
山

野
）
「
の
雄
大
さ
と
、
実
景
の
間
に
違
い
が
あ
る
と
指
適
さ
れ
、
普
通
左
の
『
万

葉
集
評
釈
」
 
（
窪
田
空
穂
）
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
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葉
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現
在
こ
こ
と
推
定
さ
れ
る
安
騎
野
は
、
さ
し
て
広
い
も
の
で
は
な
い
と
い

 
う
。
そ
れ
だ
と
、
広
漠
た
る
野
で
あ
る
ご
と
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
心

 
理
の
自
然
が
あ
る
と
い
え
、
ま
た
そ
こ
に
入
麿
の
文
芸
性
が
あ
る
と
も
い
え

 
る
。

 
然
し
、
歌
の
中
の
大
和
と
、
実
際
の
大
和
の
違
い
は
、
右
の
人
麻
呂
の
歌
に

限
ら
な
い
と
飛
鳥
を
歩
い
て
い
る
時
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
み
。

 
甘
橿
丘
か
ら
や
や
北
に
位
置
す
る
、
持
統
・
文
武
両
天
皇
十
六
年
間
の
都
で

あ
っ
た
藤
原
京
は
、
香
具
山
・
耳
成
山
・
畝
傍
山
の
問
に
あ
っ
て
、
東
西
約
諾

・
一
着
、
南
北
約
三
・
一
芸
（
岸
俊
男
「
飛
鳥
と
方
格
地
割
」
『
史
林
」
五
三
ノ

四
）
と
い
う
広
さ
と
、
藤
原
京
内
の
殿
舎
の
整
備
一
更
に
は
本
薬
師
寺
⊥
局
市

大
寺
（
大
官
大
寺
）
な
ど
の
京
内
寺
院
の
建
立
も
含
め
て
の
新
京
造
営
と
い
う

点
に
お
い
て
画
期
的
で
あ
っ
た
。
（
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
「
古
代
の
日
本
」
5
）

確
か
に
、
日
本
の
都
京
は
藤
原
京
に
始
ま
る
と
言
え
る
し
、
 
「
藤
原
宮
の
御
井

の
歌
」
の
反
歌
（
万
葉
で
は
短
歌
と
あ
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
を
と
め
 
 
 
 
 
 
 
と
も

 
㈱
 
藤
原
の
大
宮
仕
へ
生
れ
つ
ぐ
や
三
女
が
と
も
は
羨
し
き
う
か
も

に
は
、
溢
れ
る
よ
う
な
藤
原
宮
へ
の
愛
情
と
讃
美
が
感
じ
ら
れ
る
。
然
し
、
そ

の
藤
原
京
に
し
て
も
そ
れ
程
広
大
な
都
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
巻
十
三
の
挽

歌
に鰯

か
け
ま
く
も
あ
や
に
畏
し
藤
原
の
都
し
み
み
に
人
は
し
も
満

 
 
 
ち
て
あ
れ
ど
も
 
君
は
し
も
 
多
く
い
ま
せ
ど
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
み
た
か
ら

と
あ
る
の
は
、
単
に
修
辞
上
の
問
題
で
な
く
、
実
際
百
官
・
百
姓
が
都
に
満

ち
て
溢
れ
る
状
態
と
な
り
、
手
狭
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
元
明
天
皇
和
銅
元
年
二
月
十
五
日
平
城
遷
都
に
関
す
る
詔
勅
に
、

 
 
朕
祇
み
て
上
玄
に
奉
け
て
宇
内
に
君
臨
し
、
菲
薄
の
徳
を
以
ち
て
紫
宮
の

 
 
 
 
を
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

 
尊
き
に
譲
り
。
常
に
以
爲
へ
ら
く
、
之
を
署
す
者
は
労
し
、
之
に
居
る
者
は

 
逸
す
と
。
遷
都
の
事
は
必
ず
未
だ
遅
あ
ら
ず
。
留
る
に
王
公
大
臣
重
言
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か
 
 
 
 
 
み

 
く
、
往
古
已
降
、
近
代
に
至
る
ま
で
日
を
象
り
星
を
謄
て
宮
室
の
基
を
起

 
し
、
世
を
ト
へ
土
を
相
て
帝
皇
の
邑
を
建
つ
。
…
方
今
、
平
城
の
地
億
、
四

 
禽
図
に
叶
ひ
、
三
山
鎮
を
但
し
、
亀
籏
並
に
従
ふ
。
宣
く
都
邑
を
建
つ
べ
し
。

と
あ
る
平
城
遷
都
は
和
銅
三
年
十
日
決
行
さ
れ
た
。
北
へ
二
十
伽
程
移
動
し
た

こ
の
平
城
京
は
、
左
京
・
右
京
の
外
に
、
東
に
外
京
を
持
ち
、
東
西
五
・
九
時

南
北
四
・
八
字
の
規
模
で
、
羅
城
門
か
ら
朱
雀
門
ま
で
三
・
八
伽
の
朱
雀
大
路

は
審
尋
七
十
彫
の
大
道
で
あ
っ
た
。
今
日
の
奈
良
の
市
街
地
は
大
部
分
外
野
に

含
ま
れ
る
事
か
ら
考
え
て
も
い
か
に
平
城
京
が
広
大
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
る
。

藤
原
京
の
約
三
・
五
倍
の
広
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
平
城
京
は
、
七
八
四
年
長

岡
京
に
移
る
ま
で
七
十
余
年
の
間
聖
武
天
皇
天
平
の
盛
期
を
持
つ
、
国
際
的
規

模
の
都
で
あ
っ
た
。

 
飛
鳥
か
ら
藤
原
京
へ
更
に
平
城
京
へ
と
北
上
し
た
都
京
の
移
動
は
、
ま
さ
し

く
生
活
空
間
の
拡
大
で
あ
っ
た
。

 
翻
っ
て
、
 
『
万
葉
集
」
を
考
え
る
と
、
平
城
遷
都
か
ら
藤
原
不
比
等
の
時

代
、
続
い
て
長
屋
王
時
代
、
更
に
藤
原
四
卿
の
時
代
へ
と
移
る
奈
良
朝
前
期
は

万
葉
の
最
盛
期
と
も
言
わ
れ
る
第
三
期
の
歌
に
彩
ら
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
飛
鳥
・
奈
良
を
歩
く
う
ち
に
感
じ
た
感
慨
を
も
之
に
、
万
葉
第
三

期
に
つ
い
て
、
特
に
社
会
的
事
件
と
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
み
た

い
。

二

最
初
に
、
万
葉
の
時
期
区
分
を
私
な
り
に
決
定
し
て
論
を
進
め
た
い
。
万
葉
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の
歌
、
約
四
千
五
百
首
は
か
な
り
長
い
時
間
の
広
が
り
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
巻
二
巻
頭
四
首
の
歌
が
、
伝
え
ら
れ
る
磐
姫
皇
后
、
即
ち
仁
徳
天
皇

の
皇
后
の
作
で
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
が
、
と
に
か
く
『
万
葉
集
」
の
伝
え
る

と
こ
ろ
で
は
、
第
十
六
代
仁
徳
天
皇
の
時
代
か
ら
第
四
十
七
代
淳
仁
天
皇
の
時

代
ま
で
を
包
括
し
て
い
る
わ
け
だ
し
、
推
古
朝
以
前
を
切
り
離
し
て
み
て
も
第

三
十
四
代
野
明
天
皇
か
ら
淳
仁
天
皇
の
天
平
宝
字
三
年
（
巻
二
十
巻
末
の
歌

が
、
天
平
宝
字
三
年
珊
の
大
伴
家
持
の
歌
で
あ
る
か
ら
）
ま
で
の
百
三
十
年
程

の
時
間
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
見
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
主
要
な
歌
人
の
作
品

や
活
動
状
況
と
、
社
会
的
背
景
を
勘
案
し
て
万
葉
を
時
間
的
に
区
分
す
る
こ
と

は
、
単
に
解
説
に
便
利
な
だ
け
で
な
く
A
万
葉
の
本
質
に
お
い
て
、
研
究
の
有

効
な
手
段
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
｝
口
に
言
え
ば
、
万
葉
の
歌
が
時
代
を
追
っ

て
変
化
す
る
様
子
が
、
他
の
歌
集
よ
り
顕
著
だ
か
ら
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
第

一
に
歌
が
完
成
の
域
に
達
し
、
僅
か
な
進
歩
に
命
を
削
る
時
代
と
違
い
、
多
様

な
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
翻
明

朝
か
ら
淳
仁
朝
の
間
が
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
で
あ
り
、
歌
も
又
時
代
の
変
化

を
反
映
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

万
葉
の
三
々
の
部
立
一
つ
を
採
っ
て
も
、
そ
の
灘
南
の
不
統
一
で
あ
る
こ
と
で

も
、
又
巻
一
と
芸
北
を
比
較
す
る
こ
と
で
も
容
易
に
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
第
二

の
理
由
に
つ
い
て
は
、
 
『
日
本
書
紀
」
・
『
続
日
本
紀
」
を
繕
け
ば
、
中
大
兄

皇
子
（
天
智
天
皇
）
「
．
中
臣
鎌
足
（
藤
原
鎌
妃
）
に
よ
る
蘇
我
入
鹿
の
暗
殺
に

始
ま
る
「
大
化
改
新
」
と
そ
れ
に
続
く
律
令
制
の
確
立
、
度
重
な
る
遣
唐
使
や

遣
新
羅
使
の
派
遣
に
見
ら
れ
る
外
国
文
化
の
摂
取
と
そ
の
日
本
化
が
万
葉
に
与

え
た
影
響
が
す
ぐ
に
目
に
つ
く
。

 
万
葉
第
三
期
の
終
焉
と
私
が
考
え
る
天
平
五
年
ま
で
見
て
も
、
遣
唐
使
が

万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
 
上
 
1
そ
の
始
ま
り
と
問
題
点
一

 
野
明
二
年
晒

 
白
玉
四
年
鵬

 
〃
 
五
年
棚

 
照
明
五
年
鰯

 
天
智
四
年
晒

 
天
智
八
年
鰯

 
大
宝
二
年
㎜

 
養
老
元
年
m

 
天
平
五
年
鶴

の
よ
う
に
、

綱
、

倒
・

第
一
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
二
次
遣
唐
使
派
遣
、

第
三
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
四
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
五
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
六
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
七
次
遣
唐
使
出
発
。

第
八
次
遣
唐
使
派
遣
。

第
九
次
遣
唐
使
出
発
。

（
唐
国
…
貞
観
四
）

遭
難
。（

永
徽
五
）

 
 
 
 
 
実
に
九
回
も
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

 
 
第
十
八
次
遣
唐
大
使
に
任
命
さ
れ
た
菅
原
道
具
が
中
止
を
建
議
す
る
ま

 
 
十
五
回
の
派
遣
（
第
十
二
・
十
三
・
十
八
は
中
止
）
が
約
二
百
六
十
年
間

に
わ
た
っ
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
文
武
天
皇
ま
で
の
約
七
十
年
間
に
七
回

も
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
朝
廷
が
い
か
に
申
国
の
文
物
を
希
求
し
て
い

た
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
更
に
、
野
明
朝
と
淳
仁
朝
間
の
万
葉
と
関
係
深
い
国
家
的
事
件
と
し
て
は
、

延
享
四
年
脇

立
智
二
年
…
…

天
智
六
年
段

収
武
元
年
肥

朱
鳥
元
年
鰯

持
統
八
年
脳

大
宝
二
年
㎜

和
銅
三
年
頃

（
開
元
二
十
一
）

 
こ
の
後
宇
多
天
皇
の
寛
平
六
年

有
間
皇
子
の
叛

白
村
江
の
戦
（
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
と
敗
北
）

近
江
大
津
宮
へ
の
遷
都

壬
申
の
乱

大
津
皇
子
の
叛

藤
原
京
遷
都

大
宝
律
令
の
施
行
（
前
年
制
定
）

平
城
京
遷
都
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和
銅
五
年
㎜
 
『
古
事
記
」
成
立

 
養
老
四
年
㎜
 
『
日
本
書
紀
」
成
立
．

 
天
平
元
年
伽
 
長
屋
王
の
変

 
天
平
十
二
年
卿
 
恭
肝
銘
遷
都

 
天
平
十
七
年
衛
 
都
を
平
城
京
へ
も
ど
す
。

な
ど
、
『
古
事
記
」
「
日
本
書
紀
」
の
成
立
を
除
い
て
は
、
天
下
の
大
変
動
を

伴
う
も
の
で
、
天
皇
を
と
り
ま
く
人
々
は
勿
論
、
一
般
庶
民
の
彪
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
が
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
社
会
的
事
象
め
背
景
が
、
 
『
万
葉
集
』
と
い
か
な
る
関
係
に
あ

る
か
に
つ
い
て
は
従
来
、
国
文
学
者
、
歴
史
学
者
の
多
く
が
注
目
し
論
文
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
論
究
す
べ
き
点
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

し
、
そ
の
時
や
は
り
万
葉
の
時
期
区
分
は
重
要
な
視
点
と
な
り
得
る
の
で
あ

る
。 

論
を
も
と
に
戻
す
と
、
万
葉
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
か
ら
既
に

言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
．
．
賀
茂
真
渕
の
「
万
葉
集
大
言
」
（
『
万
葉
考
」
の
総
論
）

に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
が
古
く
か
つ
現
在
の
区
分
に
通
じ
て
い
る
。

 
 
い
と
し
も
上
つ
代
々
の
歌
は
、
人
の
真
こ
こ
ろ
の
か
ぎ
り
に
し
て
、
そ
の

 
 
な
ご

 
さ
ま
和
く
も
か
た
く
も
強
く
も
悲
し
く
も
、
四
の
時
な
す
立
ち
か
へ
り
つ
つ

 
前
し
り
へ
定
め
い
ひ
が
た
し
。
や
や
七
つ
代
に
う
つ
ろ
ひ
て
高
市
二
本
の
宮

 
の
比
よ
り
を
い
は
ば
、
み
冬
つ
き
春
さ
り
来
て
、
雪
水
の
と
け
ゆ
く
ご
と

 
し
、
こ
れ
を
は
じ
め
の
う
つ
ろ
ひ
と
い
は
ん
。
藤
原
の
宮
と
な
り
て
は
、
大

 
海
の
原
に
け
し
き
あ
る
島
ど
も
の
う
か
べ
ら
む
さ
ま
し
て
、
お
も
し
ろ
き
い

 
き
ほ
ひ
そ
出
き
た
る
、
こ
れ
ぞ
二
た
び
の
う
つ
ろ
ひ
也
。
奈
良
の
宮
の
初
に
」

 
は
、
此
い
き
ほ
ひ
有
を
ま
ね
び
う
せ
し
ま
ま
に
、
お
の
が
も
の
と
も
な
《
う

 
ら
せ
ば
く
な
り
ぬ
、
こ
れ
ぞ
三
た
び
の
う
つ
ろ
ひ
也
。
其
宮
の
な
か
つ
比
に

 
は
、
ゆ
か
し
き
隈
も
な
き
海
・
山
を
風
は
や
き
日
に
見
ん
が
ご
と
、
あ
ら
び

 
た
る
す
渉
た
と
成
粛
、
是
ぞ
四
度
の
う
つ
ろ
ひ
也
。
そ
れ
ゆ
後
の
歌
は
此
集

．
に
は
の
ら
ず
…
…

 
つ
ま
り
、
推
古
朝
以
前
、
静
明
朝
か
．
ら
藤
原
の
宮
の
前
ま
で
、
藤
原
の
宮
の

こ
ろ
、
奈
良
朝
初
期
、
奈
良
朝
中
期
の
五
期
に
分
け
て
い
る
が
、
今
日
で
は
日

本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
」
一
の
解
説

 
 
先
ず
奈
良
遷
都
（
和
銅
三
年
、
七
一
〇
）
を
境
に
前
期
後
期
と
な
し
、
前

 
期
は
更
に
推
古
天
皇
時
代
ま
で
を
萌
芽
（
先
駆
）
時
代
、
野
明
天
皇
（
元
年

 
は
六
二
九
年
目
か
ら
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）
ま
で
を
第
一
期
、
そ
れ
以
後

 
奈
良
遷
都
ま
で
を
第
二
期
と
す
る
。
後
期
は
奈
良
時
代
の
中
期
ま
で
で
あ
る

 
が
、
こ
れ
を
天
平
五
年
（
七
三
三
）
ま
で
の
第
三
期
と
、
そ
れ
以
後
天
平
宝

 
字
三
年
（
七
五
九
）
ま
で
の
第
四
期
と
に
分
つ
。

が
比
較
的
穏
当
で
広
い
支
持
を
受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
私
も
ほ
ぼ
こ
の
大

系
本
の
区
分
で
良
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
第
三
期
の
始
ま
り
は
、
大
宝
二
年

観
に
置
く
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
 
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
大
宝
元
年
に
任
命
さ
れ
た
第
七
次
遣
唐
使
の
出
発

が
こ
の
年
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
万
才
山
於
の
羽
島
を
少
録
と
為
す
」
と
『
続

日
本
紀
』
に
あ
る
よ
う
に
、
書
紀
官
と
し
て
山
下
憶
良
が
正
史
の
申
に
初
め
て

登
場
す
る
の
で
あ
る
。
又
奇
し
く
も
、
憶
良
の
没
年
と
思
わ
れ
る
天
平
五
年
、

即
ち
第
三
期
の
終
り
の
年
に
、
憶
良
は
、
第
九
次
遣
唐
使
節
の
大
使
多
治
比
真

人
広
成
に
対
し
て
有
名
な
「
好
去
好
来
の
歌
」
 
（
』
｝
6
9
～
O
J
8
8
）
を
贈
っ
て
い
る
。

左
注
に
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天
平
五
年
の
三
月
一
日
に
、
良
が
宅
に
し
て
対
面
す
。
献
る
は
三
日
な

 
り
。

と
あ
り
（
多
治
比
広
成
は
、
か
つ
て
唐
に
渡
っ
た
先
輩
で
長
老
の
憶
良
を
親
し

く
訪
問
し
だ
こ
と
が
分
る
。
こ
の
．
天
平
五
年
の
遣
唐
使
の
出
発
（
任
命
は
天
平

四
年
）
は
前
回
の
第
八
次
（
霊
亀
三
年
田
、
遣
唐
押
使
は
広
成
の
兄
で
あ
る
多

治
比
県
主
）
層
か
ら
十
五
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
遣
唐
使
派
遣
の
時
に
億
、
万
葉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
ら

の
中
に
も
笠
金
村
の
作
品
（
4
5
～
4
5
）
、
作
者
不
明
の
「
天
平
五
年
入
唐
使

 
 
 
 
 
 
 
じ
り
 
 
 
 
 
ほ
り

に
贈
れ
る
歌
」
 
（
2
4
・
2
4
）
や
「
天
平
五
年
癸
酉
・
遣
唐
使
の
船
の
難
波
を
発

ち
て
海
に
入
る
と
き
、
母
の
子
に
贈
れ
る
歌
」
（
0
1
）
、
特
に
そ
の
反
歌
、

 
一
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
め
た
つ
む
ら

層
蹴
 
旅
人
の
宿
り
せ
む
野
に
霜
降
ら
ば
わ
が
子
羽
ぐ
く
め
天
の
鶴
群

は
母
親
の
愛
情
が
側
側
と
伝
わ
っ
て
有
名
で
あ
る
、
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
て
、

朝
廷
の
期
待
と
と
も
に
人
々
の
注
目
を
集
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

 
憶
良
は
こ
の
時
七
十
四
才
、
三
十
数
年
前
の
労
苦
は
既
に
往
時
荘
々
の
彼
方

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
も
な
く
世
を
去
る
彼
の
目
に
、
総
勢
五
百
九
十

四
名
（
『
扶
桑
略
記
」
に
よ
る
）
の
大
人
数
が
「
四
つ
の
船
」
で
渡
唐
す
る
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
き

子
は
如
何
に
映
っ
た
の
か
、
長
歌
の
結
び
は
「
つ
つ
が
な
く
幸
く
い
ま
し
て
、

は
や
帰
り
ま
せ
」
で
終
っ
て
い
る
。

 
大
宝
二
年
の
遣
唐
使
の
派
遣
で
、
 
「
文
物
の
儀
・
是
に
お
い
て
備
は
れ
り
」

と
「
曇
日
本
紀
』
 
（
大
宝
元
年
）
に
あ
み
藤
原
京
が
、
吏
な
る
発
展
を
求
め

て
目
を
向
け
た
の
が
則
天
重
工
の
治
め
る
亡
国
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
目
的

は
中
国
に
日
本
の
存
在
を
大
き
な
も
の
と
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
旧
回
書
』
の
「
倭
国
日
本
伝
」
に
執
節
使
粟
田
真
人
を
讃
め
て
、

 
 
真
人
は
好
ん
で
経
史
を
読
み
（
文
を
属
す
る
こ
と
を
解
し
、
容
姿
温
雅
な

 
り
。
則
天
こ
れ
を
陰
徳
殿
に
具
し
、
司
善
卿
を
授
け
、
放
ち
て
本
国
に
還
ら

万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
 
上
 
1
そ
の
始
ま
り
と
問
題
点
1

 
 
し
む
。

と
あ
り
、
 
『
三
日
本
紀
』
で
は
、
文
武
天
皇
の
慶
雲
元
年
秘
七
月
一
日
に
、
粟

田
真
人
の
帰
朝
と
、
唐
で
の
問
答
の
記
事
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
 
 
 
 
 
 
 
し
ま
し
ま

 
 
唐
人
我
が
使
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
 
「
亟
聞
く
、
海
東
に
大
倭
国
あ
り
、

 
之
を
君
子
国
と
謂
ふ
。
人
民
豊
楽
に
し
て
礼
義
敦
行
な
り
と
、
今
期
人
を
看

 
 
 
 
 
は
な
は
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

 
 
る
に
儀
容
太
だ
恭
し
、
豊
に
信
な
ら
ざ
ら
む
や
」
と
。
語
り
畢
へ
て
去
る
。

と
唐
人
の
曲
人
評
が
高
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
両
書
が
一
致
し
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
度
の
使
人
が
中
国
に
対
し
て
与
え
た
印
象
は
大
変
よ
か
っ
た

よ
う
で
、
 
『
新
唐
絵
』
に
も
「
真
人
学
を
好
み
能
く
文
を
属
す
、
進
止
温
雅
な

り
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
得
て
朝
廷
も
、
正
四
真
下
遣
唐
使
粟
田
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
づ

朝
臣
真
人
に
従
三
位
を
授
け
、
・

 
其
の
使
の
下
人
等
に
位
を
進
め
物
を
賜
ふ
こ
と
各
差
あ
り
、

と
好
遇
し
て
い
る
。

◎
 
第
二
に
大
宝
二
年
に
は
、
前
年
八
月
に
完
成
し
た
「
大
宝
律
令
」
が
、
天

下
に
発
令
さ
れ
た
。
 
「
大
宝
律
令
」
の
全
文
は
現
存
し
な
い
が
、
 
『
令
集
解
』

な
ど
で
判
断
す
る
と
、
養
老
律
令
に
受
け
継
が
れ
る
ま
で
律
令
国
家
の
基
本
法

で
あ
っ
た
。
大
宝
二
年
に
お
け
る
新
令
関
係
記
事
は
「
続
日
本
紀
」
に
よ
る
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
か

ω
 
二
月
の
戊
戌
の
朔
、
始
め
て
新
律
を
天
下
に
頒
つ

ω
 
 
（
秋
七
月
）
乙
亥
、
詔
す
ら
く
『
内
外
の
文
武
の
官
を
し
て
新
令
を
読
習

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
せ
し
め
よ
』
と
。
…
地
心
、
始
め
て
律
を
講
く
。
是
の
日
、
天
下
の
罪
人
を

 
ゆ
る

 
赦
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
だ

㈲
 
（
冬
十
月
）
戊
申
、
律
を
天
下
の
諸
国
に
頒
ち
下
す
。

．
と
あ
る
よ
う
に
、
文
武
天
皇
の
意
気
込
み
が
窺
え
る
し
、
そ
の
施
行
後
の
実
効

に
つ
い
て
も
北
山
茂
夫
氏
が
「
大
化
改
新
」
・
（
「
月
本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
）
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で
、 

 
そ
し
て
そ
の
後
養
老
律
令
が
制
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
宝
律
令

 
は
七
五
七
年
．
（
天
平
宝
字
元
）
ま
で
、
現
行
法
と
し
て
生
命
を
た
も
っ
た
の

 
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
正
倉
院
所
蔵
の
七
〇
二
年
（
大
宝
二
）

 
の
戸
籍
残
簡
の
内
容
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
専
制
権
力
に
よ
る
公
民
の
掌

 
握
が
す
こ
ぶ
る
強
固
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
文
武
天
皇
の
行
政
力
腕
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
勿
論
、
「
大
宝
律
令
」
が
短
期
間
に
実
施
さ
れ
徹
底
し
た
と
は
言
え
な
い
に

し
て
も
、
大
宝
二
年
に
お
け
る
支
配
力
強
化
の
動
き
は
充
分
感
じ
ら
れ
る
し
序

そ
れ
が
ま
さ
し
く
、
万
葉
第
三
期
の
幕
開
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
か
は
の
く
に

◎
 
第
三
に
、
こ
の
年
（
大
宝
二
年
）
九
月
十
日
か
ら
参
河
国
に
出
発
し
た
太
上

天
皇
（
持
統
）
は
、
既
に
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
一

月
二
十
五
日
帰
っ
て
き
て
、
十
二
月
十
三
日
病
に
伏
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
く

 
 
甲
寅
、
太
上
天
皇
、
崩
れ
た
ま
ふ
。
島
台
す
ら
く
「
素
服
思
置
す
る
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
さ

 
攣
れ
。
内
外
文
武
の
官
務
を
董
む
る
こ
と
常
の
如
く
ふ
喪
葬
の
事
は
務
め
て

・
倹
約
に
従
へ
」
と
。
 
（
『
続
日
本
紀
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
十
二
月
二
十
二
日
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
。
朱
鳥
十
一
年
晰

嫡
孫
軽
太
子
（
文
武
）
に
位
を
譲
っ
て
か
ら
も
ふ
朝
廷
内
で
の
大
き
な
存
在

で
あ
り
、
文
武
天
皇
の
後
見
と
し
て
最
後
迄
活
躍
し
た
持
統
天
皇
の
死
は
、
大

き
な
悲
し
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
時
に
、
大
き
な
栓
椎

か
ら
解
放
さ
れ
た
人
々
も
多
か
っ
た
。
更
に
言
え
ば
文
武
天
皇
に
し
て
も
、
本
・
．

当
の
意
味
で
一
人
立
ち
し
た
政
治
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
巨
星
・
持
統
の
死
は
『
万
葉
集
」
の
中
に
は
そ
の
事
実
を
載
せ
な
い

し
、
あ
の
柿
本
人
麻
呂
も
完
全
に
沈
黙
を
守
る
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
参
河

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
で
ま

国
へ
の
行
幸
関
係
歌
は
、
 
「
二
年
壬
寅
に
、
太
上
天
皇
三
河
国
に
幸
す
時
の
'

歌
」
と
題
詞
に
あ
る
配
意
吉
麻
呂
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
り
は
ら

 
㈱
 
引
馬
野
に
に
ほ
ふ
榛
原
入
り
乱
れ
衣
に
ほ
は
せ
旅
の
し
み
し
に

を
初
め
と
し
て
、
高
市
黒
人
㈲
・
誉
謝
平
字
・
長
皇
子
㈹
．
舎
人
娘
子
6
9
な
ど

が
詠
ま
れ
て
い
る
。

 
ま
た
巻
三
に
載
せ
る
有
名
な
高
市
黒
人
の
．
「
罵
鴻
業
八
首
」
（
0
7
τ
～
7
り
乙
2
）
は
、

こ
の
大
宝
二
年
の
歌
に
他
の
機
会
の
歌
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
歌

に
漂
う
旅
愁
は
、
案
外
こ
の
時
に
体
調
を
崩
し
た
持
統
天
皇
と
関
係
が
深
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
そ
れ
は
と
も
か
く
、
持
統
天
皇
の
死
を
第
三
期
の
始
ま
り
と
考
え
る
の
は
右

の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
が
、
高
市
黒
人
の
歌
も
こ
の
時
の
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ぶ
ね

 
鮒
 
い
つ
く
に
か
舟
泊
て
す
ら
む
六
礼
の
崎
漕
ぎ
廻
み
行
き
し
棚
な
し
小
舟

を
最
後
に
万
葉
の
中
に
は
登
場
し
な
い
。
こ
れ
が
第
四
の
理
由
で
あ
る
。

 
以
上
の
四
つ
の
理
由
か
ら
、
大
宝
二
年
を
万
葉
第
三
期
の
始
ま
り
と
考
え
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
終
り
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
』
一
の
解

説 
 
下
限
に
定
め
た
天
平
五
年
は
政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

 
事
件
は
な
い
。
し
か
し
万
葉
集
か
ら
い
う
と
か
な
り
大
き
い
意
味
の
あ
る
年

 
で
あ
る
。
山
上
憶
良
が
こ
の
年
に
没
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
し
、
笠

 
金
村
の
作
品
の
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
の
最
後
は
こ
の
年
の
作
で
あ
り
、
高

 
橋
虫
下
の
年
代
明
記
の
長
短
歌
は
天
平
四
年
の
も
の
、
大
伴
旅
人
の
没
し
た

 
の
は
天
平
三
年
で
あ
っ
て
、
こ
の
期
に
最
も
活
動
し
た
歌
人
の
活
動
が
大
体

 
天
平
五
年
あ
た
り
を
区
切
り
と
し
て
終
書
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
あ
る
の
で
大
体
よ
い
と
思
う
が
、
尚
着
十
補
う
と
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
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う
に
、
憶
良
が
「
好
去
好
来
の
歌
」
を
詠
ん
だ
、
十
五
年
ぶ
り
に
任
命
さ
れ
た

遣
唐
使
達
の
渡
唐
と
、
第
四
期
最
大
の
歌
人
で
あ
り
、
 
『
万
葉
集
」
の
有
力
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
か
づ
き

編
纂
者
と
さ
れ
る
大
伴
家
持
が
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
に
続
け
て
、
 
「
三
月
の

歌
」

 
ラ
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
鰯
 
振
り
放
け
て
三
日
月
見
れ
ば
一
目
見
し
人
の
眉
引
き
思
ほ
ゆ
る
か
も

の
初
々
し
い
青
春
の
息
吹
き
に
も
似
た
歌
を
詠
ん
だ
の
も
、
前
後
の
歌
か
ら
判

断
し
て
天
平
五
年
で
あ
り
、
そ
れ
が
家
持
の
最
も
若
い
時
（
十
六
才
）
の
歌
で

あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
三

 
持
統
天
皇
の
死
と
、
大
宝
律
令
の
発
令
と
い
う
波
燗
に
富
ん
だ
幕
開
け
を
し

た
万
葉
第
三
期
の
社
会
的
重
要
事
項
と
、
 
『
万
葉
集
』
の
歌
の
関
係
を
表
に
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
（
重
要
事
項
中
々
に
注
記
し
な
か
っ
た
も
の
は

『
続
日
本
紀
」
に
よ
る
、
ま
た
本
稿
で
は
歌
番
号
は
『
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。
）

天
皇
｝
西
暦
｝
年
号
・
「

重

要

事

項

万

葉

集

の

歌

（
四
二
）

文
武

（
四
三
）

元
明

七
〇
二

七
〇
四

七
〇
五

七
〇
六

七
〇
七

七
〇
八

大
宝
二

慶
雲
元

 
．
二

十六
月月

三 二元，

三主九七主
月月月月二

四

和
銅
元

三正九
月月月

二
月

遣
唐
使
等
出
発
（
山
上
憶
良
少
録
）

太
上
天
皇
（
持
統
）
参
河
国
に
幸
す
。

律
を
天
下
の
諸
国
に
頒
ち
下
す
。

太
上
天
皇
（
持
統
）
崩
御

遣
唐
使
帰
朝

穂
積
親
王
を
知
太
政
官
事
と
す
る
。

葛
野
王
卒
す
。

王
公
諸
臣
の
山
沢
占
有
を
禁
じ
る
。

難
波
宮
へ
幸
す
。

諸
王
臣
五
位
巳
上
に
詔
し
て
遷
都
を
議
ら
し
む
。

文
武
天
皇
崩
御
。

鋳
銭
司
を
置
く
。

平
城
遷
都
に
関
す
る
詔
勅

・
太
上
天
皇
幸
二
干
参
河
国
一
童
歌
（
五
七
・
五
八
）

・
高
市
黒
人
号
鐘
歌
（
二
七
〇
～
七
）
？

・
山
上
憶
良
在
二
大
唐
心
時
憶
二
本
郷
一
作
歌
（
六
三
）

・
慶
雲
三
年
丙
午
、
幸
二
難
波
宮
一
時

志
貴
皇
子
御
作
歌
（
六
四
）
、
長
皇
子
御
歌

（
六
五
）

・
天
皇
御
製
歌
（
七
六
）
、
御
名
部
皇
女
奉
和
御
歌
（
七
七
）

万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
 
上
 
1
そ
の
始
ま
り
と
問
題
点
1

（19）



天
皇
「
西
暦
一
年
号
一

重

要

事

項

（
四
四
）

元
正

七
〇
九

七
一
〇

七
二

七
＝
一

七
一
三

七
一
五

七
一
六

霊
亀
元  

三
月
石
上
麻
呂
左
大
臣
、
藤
原
不
信
等
右
大
臣
と
な
る
。

 
五
月
初
め
て
雪
娘
を
行
う
。

 
六
月
 
但
馬
皇
女
亮
ず
。

 
八
月
初
め
て
銅
銭
を
行
う
。

 
正
月
 
銀
銭
の
私
鋳
を
禁
ず
。

二 
八
月
 
銀
銭
を
廃
し
、
銅
銭
だ
け
行
う
。

 
正
月
 
大
宰
府
、
播
磨
国
よ
り
銅
銭
を
献
ず
。

三 
三
月
都
を
平
城
に
遷
す
。

 
九
月
、
天
下
の
銀
銭
を
禁
ず
。

 
・
四
月
 
大
倭
・
佐
渡
磯
饅
。

四 
九
月
 
諸
国
三
民
、
都
を
造
る
に
苦
労
し
て
逃
亡
多
し
。

 
十
月
 
蓄
銭
の
者
に
位
を
叙
す
。

 
＋
二
月
 
「
親
王
巳
言
及
び
豪
強
の
家
、
多
く
山
野
を
占
め
て
百
姓

 
 
 
 
め
業
を
防
ぐ
」
厳
し
く
取
り
締
ま
る
。
？

 
正
月
 
『
古
事
記
』
成
る
。
 
（
古
事
記
序
文
）

五 
＋
二
月
 
調
庸
を
銭
納
さ
せ
る
。

 
三
月
 
郡
司
旧
領
以
上
に
蓄
銭
を
命
ず
。

六 
五
月
 
『
風
土
記
」
撰
進
の
命
出
づ
。

 
七
月
 
吉
蘇
路
を
開
く
。

 
七
月
 
穂
積
皇
子
麗
ず
。

 
五
月
流
浪
の
民
が
課
役
を
回
避
す
る
の
で
、
三
月
以
上
逗
留
の

 
 
 
 
者
に
は
そ
の
土
地
で
調
庸
を
課
た
さ
せ
る
。

 
八
月
 
志
貴
皇
子
亮
ず
。
 
（
万
葉
集
で
は
霊
亀
元
年
）

二

万

葉

集

の

歌

・
田
口
漁
人
の
歌
（
二
九
六
・
二
九
七
）

・
但
馬
皇
女
麗
後
、
穂
積
皇
子
、
冬
日
雪
落
、

御
作
歌
（
二
〇
三
）

・
和
銅
三
年
春
二
月

～
八
○
）

四
望
御
三
悲
傷
流
涕

従
二
藤
原
宮
一
二
二
早
牛
三
宮
一
時
の
歌
（
七
八

・
河
辺
宮
人
姫
島
の
松
原
で
娘
子
の
屍
を
見
て
作
る
歌

 
二
二
九
）
 
（
四
三
四
～
四
三
七
）

（
二
二
八
・

・
志
貴
親
王
亮
時
作
歌
（
二
一
二
〇
～
二
四
〇
）
笠
金
村
歌
集
に
出
づ
。

（20）



七
一
七

七
一
八

七
二
〇

七
二
一

七
二
三

（
四
五
）
．

聖
武

七
二
四

七
二
五

五 四二

養
老
兀

正八五十四月月月月月

七

七五二
月月月

兀

十三十四三二
月月月月月月

道
俗
の
別
を
厳
し
く
す
る
。
 
（
小
僧
行
基
並
に
弟
子
）

藤
原
房
前
参
議
と
な
る
。

養
老
律
令
成
る
。
 
（
弘
仁
格
式
序
）

『
日
本
書
紀
』
成
る
。

藤
原
不
三
等
薇
ず
。

舎
人
皇
子
を
以
て
知
太
政
官
事
と
為
す
。

長
屋
王
を
右
大
臣
と
す
る
。

佐
為
王
、
紀
男
人
、
山
田
三
方
、
山
上
憶
説
他
を
退
朝
の

後
東
宮
（
後
の
聖
武
天
皇
）
に
侍
ら
し
む
。

沙
弥
満
塁
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当
と
な
る
。

吉
野
宮
に
幸
す
。

愚
亭
万
侶
卒
す
。

右
大
臣
正
二
位
長
屋
王
左
大
臣
と
な
る
。

蝦
夷
の
反
乱
。

坂
東
九
国
の
軍
三
萬
人
を
教
錬
す
る
。

紀
伊
国
に
幸
す
。

京
の
板
屋
草
舎
を
瓦
舎
で
赤
い
柱
・
白
壁
に
す
る
こ
と
。

難
波
宮
に
幸
す
。

・
幸
二
伊
勢
国
「
之
時
、
安
貴
王
作
歌
（
三
〇
六
）

・
養
老
七
年
五
月
、
吉
野
離
宮
に
幸
す
時
笠
金
村
作
歌
（
九
〇
七
～

九
＝
一
）

・
同
じ
時
車
三
千
年
作
歌
（
九
＝
二
～
六
）

・
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
（
一
五
一
八
）
 
（
東
宮
の
）
令
に
応
う
。

・
、
暮
春
の
月
、
芳
野
離
宮
に
幸
し
し
時
、
中
納
言
大
伴
卿
（
旅
人
）

勅
を
奉
り
て
作
る
歌
（
一
一
＝
五
・
三
一
六
）
、
國
未
だ
奏
上
を
経
ず
。

・
十
月
五
日
 
紀
伊
国
に
幸
す
時
に
山
部
赤
人
作
る
歌
（
九
一
七
～

九
一
九
）

・
神
亀
二
年
五
月
吉
野
離
宮
に
幸
す
時
。

 
 
 
・
笠
金
村
作
歌
（
九
二
σ
～
九
二
二
）
．
．
」

 
 
 
。
仙
部
赤
人
作
歌
（
九
二
三
～
九
二
七
）

万
一
第
三
期
の
時
代
と
歌

上
 
1
そ
の
始
ま
り
ど
問
題
点
1

（21）



天
皇

西
暦
一
年
号
皿

重

要

事

項

万

葉
．

集

の

歌

七
二
六

七
二
七

七
二
八

七
二
九”

三四五

天
平
元

八
月
 
豊
穣
な
れ
ば
田
租
を
免
ず
。

 
 
 
文
人
百
十
二
人
詩
賦
を
奉
る
。

閾
九
月
 
藤
原
光
明
子
皇
子
を
出
産
。

＋一

?
皇
子
立
太
子
（
生
後
一
ケ
月
で
、
異
例
）
・

三
月
文
人
を
召
し
曲
水
の
詩
を
賦
せ
し
む
。

 
 
 
大
伴
郎
女
（
旅
人
妻
）
没

九
月
 
皇
太
子
莞
ず
。

二
月

三
月

左
大
臣
長
屋
王
、
左
道
を
学
び
国
家
を
傾
け
よ
う
と
し
て
．

い
る
と
密
告
あ
り
。

舎
人
親
王
・
新
田
部
親
王
以
下
が
下
問
し
、
長
屋
王
を
自

蓋
せ
し
め
た
。

藤
原
武
智
麻
呂
（
画
家
）
大
納
言
と
な
る
。

・
冬
十
月

 
 
 
・
笠
金
村
作
歌
（
九
二
八
～
九
三
〇
）

 
 
 
・
回
持
千
年
作
歌
（
九
三
一
・
九
三
二
）

 
 
 
・
山
部
赤
人
作
歌
（
九
三
三
・
九
三
四
）

・
神
亀
三
年
播
磨
の
国
に
幸
す
時

 
 
 
・
笠
金
村
作
歌
（
九
三
五
～
九
三
七
）

 
 
 
・
山
部
赤
人
作
歌
（
九
三
八
～
九
四
こ
口

・
神
亀
五
年

 
 
 
・
石
上
堅
魚
歌
（
旅
人
を
弔
問
の
勅
使
）
 
（
一
四
七
二
）

 
 
 
・
大
伴
旅
人
和
ふ
る
歌
（
一
四
七
三
）

 
 
 
・
故
人
を
偲
ひ
恋
ふ
る
歌
（
旅
人
作
・
四
三
八
）

（
6
月
2
3
）
・
大
伴
旅
人
凶
問
に
報
ふ
る
歌
（
七
九
三
）

（
7
月
2
1
）
・
山
上
憶
良
『
日
本
挽
歌
」
を
上
る
（
漢
文
・
漢
詩
・
長

 
 
 
 
 
歌
七
九
四
・
短
七
九
五
～
九
）

（
7
月
2
1
）
・
山
上
憶
良
「
惑
情
を
反
さ
し
む
る
歌
」
「
子
等
を
思
ふ

 
 
 
 
 
歌
」
 
「
世
間
の
住
み
か
た
き
こ
ど
を
哀
ぶ
る
歌
」
三
部

 
 
 
 
 
作
（
八
○
○
～
八
〇
五
）
を
撰
定

・
神
亀
六
年
、
左
大
臣
長
屋
王
に
死
を
賜
ひ
し
後
、
倉
橋
部
女
王
作

歌
（
四
四
一
）

・
膳
部
王
を
悲
傷
し
ぶ
る
歌
（
四
四
二
）

（
1
0
月
7
）
・
梧
桐
日
本
琴
歌
（
八
一
〇
～
八
一
一
）
旅
人
↓
房
前
．

 
 
 
 
 
房
前
和
歌
（
八
一
二
）
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七
三
〇

七
一
三

七
三
三

七
三
四

七
三
五

七
三
六

八七 九八
月月 月月

五

口
分
田
を
悉
く
収
め
て
再
書
す
る
。

藤
原
光
明
子
立
后
。

京
に
近
い
左
側
の
山
原
に
数
千
、
数
万
の
人
が
集
ま
り
妖

言
に
惑
わ
さ
れ
る
。

大
伴
旅
人
麗
ず
。
 
（
大
納
言
従
二
位
）

「
行
基
法
師
に
…
…
」

四
月
 
遣
唐
の
四
船
難
波
津
よ
り
進
発
。

八． 七 六

六．十九七三  目正
月月月月月 月月

従
二
位
藤
原
武
智
麻
呂
右
大
臣
と
な
る
。

朱
雀
門
前
で
歌
垣
を
催
す
。
男
女
二
百
珊
余
人
、

上
風
流
あ
る
者
皆
其
の
中
に
交
れ
り
。

難
波
の
宮
に
行
幸
。

文
人
に
命
じ
て
七
夕
の
詩
を
作
ら
せ
る
。

新
田
部
親
王
莞
ず
。

舎
人
親
王
墓
ず
。

吉
野
離
宮
に
幸
す
。

五
品
以

・
班
田
史
生
竜
麻
且
自
垂
死
之
時
大
伴
三
中
作
歌
（
四
四
三
・
四
四

五
）

・
正
月
 
梅
花
歌
三
十
二
首
（
八
一
五
～
八
四
六
）

・
敢
へ
て
私
の
懐
を
尚
ぶ
る
歌
（
憶
良
↓
旅
人
）
1
2
月
6
日
（
八
八

○
～
八
八
二
）

・
大
伴
卿
の
京
に
上
る
時
に
娘
子
の
作
る
歌
（
児
島
↓
旅
人
）
 
（
九

六
五
・
九
六
六
）

・．

蜚
[
言
大
伴
卿
和
歌
（
九
六
七
・
九
六
八
）

・
天
平
四
年
 
宇
合
が
知
造
難
波
宮
司
に
な
る
時
、
高
橋
虫
麻
呂
作

歌
（
一
七
四
七
～
一
七
五
二
）
・
憶
良
「
貧
窮
問
答
歌
」
こ
の
頃

か
（
八
九
二
）
 
，
（
九
七
一
・
九
七
二
）

・
天
平
五
年
三
月
一
日

 
 
 
。
憶
良
「
好
去
好
来
歌
」
 
（
八
九
四
～
八
九
六
）

 
 
 
・
閏
三
月
笠
金
村
入
唐
使
に
贈
る
歌
（
一
四
五
三
～
一
四
五

 
 
 
 
五
）

 
 
 
・
親
母
の
子
に
贈
る
歌
（
一
七
九
〇
・
一
七
九
一
）

単
語
「
立
様
自
哀
文
」
 
「
老
身
重
病
歌
」
 
（
八
九
七
～
九
〇
二
）

 
 
 
「
沈
癒
の
時
の
歌
」
 
（
九
七
八
）

大
伴
坂
上
郎
女
「
元
興
寺
の
里
を
詠
ふ
」
．
（
九
九
二
）

 
 
 
 
 
 
 
「
忌
月
の
歌
」
 
（
九
九
三
）
・

大
伴
家
持
「
心
月
の
歌
」
 
（
九
九
四
）

万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
 
上
 
i
そ
の
始
ま
り
と
問
題
点
-
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右
の
表
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
事
項
の
選
び
方
に
独
断
が
目
立
つ
こ

と
と
思
う
が
、
今
こ
の
表
を
も
と
に
論
を
進
め
て
み
た
い
。

 
巨
視
的
に
見
た
場
合
に
気
が
付
く
こ
と
を
列
挙
し
て
み
る
。

 
ω
 
元
明
朝
か
ら
、
通
貨
に
関
す
る
記
事
が
屡
々
登
場
す
る
。

 
＠
 
養
老
四
年
八
月
、
鎌
足
の
子
、
正
二
位
右
大
臣
藤
原
不
比
重
が
麗
去
す

 
る
が
、
大
宝
律
令
と
養
老
律
令
の
両
方
に
深
く
儲
っ
た
不
比
等
の
死
は
、
・
万

 
葉
越
三
期
に
お
け
る
律
令
の
時
代
の
終
焉
を
意
味
し
た
。

 
㈲
 
不
石
稜
の
死
後
右
大
臣
（
養
老
五
年
）
、
聖
武
天
皇
即
位
と
と
も
に
左
大

 
臣
と
な
り
、
藤
原
氏
と
対
抗
す
る
女
親
政
治
家
長
屋
王
は
天
平
元
年
「
左
道

 
を
学
び
国
家
を
傾
け
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
の
零
露
に
よ
り
自
尽
。
こ
の
長

 
屋
王
の
変
と
『
万
葉
集
」
、
い
や
長
屋
王
と
万
葉
第
三
期
は
深
い
関
係
に
あ

 
る
。

 
万
葉
の
歌
は
、
製
作
年
時
の
判
明
し
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
表
に
載
せ

た
、
年
代
明
記
の
歌
か
ら
だ
け
云
々
す
る
の
ば
困
難
で
あ
る
が
、
右
の
三
項
か

ら
次
の
よ
う
な
疑
問
、
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。

 
ω
の
よ
う
に
、
元
明
天
皇
和
銅
元
年
に
「
二
月
甲
子
の
三
隅
用
戌
、
始
め
て

鋳
銭
司
を
置
き
、
従
五
位
の
上
多
治
比
の
真
人
三
宅
麻
呂
を
以
ち
て
之
に
任

ず
。
」
と
あ
る
の
を
初
出
と
し
て
、
有
名
な
日
本
で
最
古
の
和
銅
喪
亡
が
造
ら

れ
、
貨
幣
の
流
通
に
関
す
る
記
事
が
頻
出
す
る
が
、
 
「
万
葉
集
』
に
は
何
等
の

関
係
は
生
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
調
べ
、
考
え
て
み
た

い
。 

㈲
で
言
っ
た
よ
う
に
、
藤
原
孟
春
等
の
存
在
は
、
持
統
．
文
武
・
元
明
・
元

正
四
代
に
渡
っ
て
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
律
令
の
制
定
と
運
営
、
‘
遷

都
造
営
の
大
事
業
は
勿
論
、
 
『
古
事
記
」
 
『
日
本
書
紀
」
 
『
風
土
記
」
の
成
立

-
に
つ
い
て
も
さ
え
も
彼
の
存
在
を
い
か
に
考
え
る
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

彼
の
存
在
が
い
か
に
『
万
葉
集
』
に
反
映
し
て
い
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。

 
の
の
長
屋
王
は
、
 
『
万
葉
集
』
に
五
首
の
短
歌
を
残
し
て
い
る
し
、
 
『
懐
風

藻
』
に
は
三
首
の
漢
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
長
屋
王
の
家
、
佐
保
邸
（
作
土
楼
）
で
の
作
が
二
十
首
も
『
至
重
藻
』
に

あ
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
彼
は
凸
奈
良
朝
の
一
時
期
詩
壇
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在

で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
詩
を
作
っ
た
文
人
の
中
で
、
山
田
三
方
、
境
部
王
、

背
奈
行
文
、
刀
利
宣
命
、
安
倍
広
庭
、
藤
原
総
前
、
藤
原
繰
合
は
万
葉
に
歌
を

残
す
人
々
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
長
屋
王
と
『
万
葉
集
」
と
は
深
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
長
屋
王
の
影
響
は
、
養
老
七
年
の
吉
野
行
幸
関
係
歌
や
、

表
に
み
る
神
亀
三
年
・
五
年
の
詩
関
係
の
記
事
と
深
く
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

長
屋
王
と
万
葉
第
三
期
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
の
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
思
う
。

 
以
上
の
問
題
点
の
他
に
、
「
奈
良
の
都
」
が
万
葉
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
歌

わ
れ
た
の
か
、
に
つ
い
て
、
．
次
の
よ
う
な
年
来
の
疑
問
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み

た
い
。

 
．
と
い
う
の
は
、
 
『
日
本
文
学
研
究
」
1
2
号
・
1
3
号
・
，
1
4
号
・
1
5
・
1
6
号
・
2
1

・
2
2
号
に
お
い
て
、
山
上
至
重
、
高
橋
虫
麻
呂
、
大
伴
旅
人
、
山
部
赤
人
、
長

南
吉
麻
呂
の
、
ま
さ
し
く
万
葉
第
三
期
の
歌
人
を
考
え
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
時
、
，
常
に
念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
何
故
第
三
期
の
著
名
な
歌
人

が
、
か
く
も
個
性
豊
か
で
、
豊
穣
な
歌
を
詠
み
得
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
は
、
そ
の
要
因
を
彼
等
の
詩
人
と
し
て
の
資
質
に
、
重
点
を
置
い
て
考

え
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
常
に
、
他
に
何
か
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
時
代
、
社
会
的
背
景
を
も
っ
と
積
極
的
に
評
価
し
、
歌
の
世
界
と
関
連
付

（24）



、

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
、
と
考
え
る
に
至
？
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

時
代
、
社
会
的
背
景
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
具
体
的
に
考
え
れ
ば
、
作
歌
基
盤

と
し
て
の
生
活
環
境
が
、
大
き
い
要
素
と
し
て
浮
か
び
上
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
老
若
男
女
を
問
は
ず
、
万
葉
第
三
期
の
万
葉
人
達
は
、
あ
の
小
野
老
が
、

 
鋤
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
に
ほ
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り

と
歌
っ
た
、
奈
良
の
都
・
平
城
京
に
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
都
は
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
唐
の
長
安
を
模
し
た
、
・
今
だ
か
っ
て
な
い
壮

大
な
都
で
あ
っ
た
。
多
く
の
歌
人
は
い
ず
れ
も
卑
官
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け

に
ま
た
、
壮
大
な
平
城
京
に
対
す
る
思
い
が
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
彼
等
の
歌
の

背
景
を
為
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
等
に
と
っ
て
「
奈
良
の
都
」
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
万
葉
第
三
期
に
お
い
て
「
奈
良
の
都
」
は
い
か
に
歌

わ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

 
以
上
、
本
稿
で
は
万
葉
第
三
期
の
始
ま
り
、
第
三
期
の
時
代
に
お
け
る
重
要

事
項
と
歌
、
そ
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
次
稿
で
は
、
指
摘
し
た
問
題
点
を
詳
細
に
考
え
て
み
た
い
。

の

（25）

万
葉
第
三
期
の
時
代
と
歌
h
上
 
i
そ
の
始
ま
り
と
問
題
点
ー


